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事務局：兵庫県企画部地域振興課

ひょうごふるさとづくり交流会議



Hyogo Prefecture

ひょうごふるさとづくり交流会議 概要

目的
地域主導の地域づくりを目指して活動する兵庫県内の地域づくり団体の取組を
支援することで、住民の自主的・主体的な地域づくりを推進し、地域の活性化
につなげる。

事業

１ 研修交流事業（費用助成）

会員 ７７団体

３ 地域づくり団体向け情報発信事業

２ 人材育成事業（費用助成）

会費 無料

地域活性化センター広報誌の配布、地域
活性化センター事業の活用促進など地域
づくりに関する広報を実施

①地域間交流の実践（４回開催）

②研修交流会の開催（R7.3.4開催）

各種研修会等への派遣（１３名派遣）
地域づくりコーディネーター研修会in東京 ２名
地域づくりコーディネーター研修会in福島 ２名
地域づくり団体全国研修交流会宮崎大会 ９名

・地域づくり団体相互の交流促進事業
・地域づくり団体向け情報発信事業
・人材育成事業
・地域活動支援及び都市農村交流に関する事業
・その他目的を達成するために必要な事業

事務局 兵庫県企画部地域振興課

予算 ７００千円＋繰越金

Ｒ６年度取組事業
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2研修交流事業①

テーマ：花とみどりのワークショップを通じた地域連携活動
主 催：NPO法人パークコーディネート創生

開催日：令和６年１１月１０日（日）

場 所：明石海峡公園内芝生広場

淡路島国営明石海峡公園主催の花とみどりのワーク
ショップにおいて各地域団体との協働を目的に講師
を招き体験型のワークショップを開催し、地域団体、
地元住民、イベント参加者の交流機会を提供

活 動：

ヘリテージマネージャー連絡会、
日本公園施設業協会関西支部、
竹林利活用協議会、
夢舞台21、
淡路島公園を楽しもう会、
淡路島国営明石海峡公園クラブ（海峡フレンズ）

ワークショップ実施内容

・花籠づくり

・アルミ缶風車づくり

・竹笛づくり

・吹きもどしづくり

ワークショップ開催前日の会場設営から各団体
が参加するなど、準備段階から交流を図ること
で地域と団体が一体となり取組を推進

参加の地域団体

補助額：９６千円
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3研修交流事業②

テーマ：音楽ボランティア養成講座と地域交流音楽イベント

主 催：芦屋Tioクラブ

開催日：令和６年１１月１４日（木）～令和７年１月３１日（金）の間で実施

場 所：ホスピタルメント芦屋、芦屋市民ステージ、ホスピタルメント甲東園
レジデンス芦屋スウィート、食満きらくえん

音楽ボランティア養成講座（全７回）

子供たちと高齢者のおもちゃづくり交流会

元気セミナーと民族楽器でふるさと巡り音楽の旅

音楽イベント

器楽演奏技能を磨く音楽ボランティア人材を養成し、趣味や生涯
学習における仲間づくりにつなげ、地域文化の底上げを図る

子ども達と施設の高齢者が一緒にコマや万華鏡など昔のおもちゃ
を作り、一緒に遊ぶことで世代間交流の機会を提供する

地域の他団体との協働により高齢化社会を元気に生きる！をテー
マに幅広い年代の交流を促進するイベントを開催した。

二胡を用いた音楽イベントを開催し、あわせて市民から募集した
芦屋の四季の写真をもとに製作した「ふるさと紀行 芦屋の四
季」の記録映像を上映し、市民のふるさと意識を醸成

活 動：

地域と人の交流をはかる地域づ
くりのボランティア活動の広が
りにより、文化の継承、社会貢
献、福祉活動等に対する地域住
民の関心が高められた

補助額：５０千円
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4研修交流事業③

テーマ：農村部と都市部との連携と交流事業

申請団体：但馬おじろ塾

開  催  日：令和７年２月１１日（火）

場 所：尼崎市丸橋公園

活 動：

尼崎雪まつりの開催

農村部の香美町から３０ｔの雪を都市部の尼崎市まで運び、雪を
通して農村部と都市部に住む住民の交流を図る
あわせて、香美町の特産品販売を行い、今後の関係人口・交流人
口の獲得にもつなげる

美方高原自然の家での交流（R6は中止）

美方郡香美町にある尼崎市立美方高原自然の家にて、市、町の団
体が中心となり住民同士の交流を図るイベントを開催

    

 

香美町

尼崎市

雪まつりの開催や、香美町の特産品の販売などを通じて、都市部
の住民（尼崎）の農村部（香美町）に対する興味が芽生えており、
今後はさらなる交流を促すため、都市部から農村部に行きたくな
るような企画を検討する

補  助  額：５０千円
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5研修交流事業④

テーマ：つながりの輪を広げよう
主 催：一般社団法人INCREW

開催日：令和７年１月１９日（土）

場 所：但馬ドーム

雪遊び体験会の開催

神戸市及び豊岡市の住民が雪遊びを通じて交流を図り、その後、
神戸市内で子ども食堂等の活動に取り組む「TOIRO」の取組につ
いて豊岡市で活動する「INCREW」メンバーに紹介。
「INCREW」からは地域おこし協力隊員として活動するメンバー
がその取り組みについて活動を体験してもらいながら紹介。
相互の取組について紹介することで都市部と農村部において課題
の違いがあることや、協働により解決できる可能性があることな
どを共有し、親交を深めていくきっかけとなった。

    

 

豊岡市

神戸市

・取組をきっかけに都市部の
事業者や子供たちが但馬地域
に対して興味を抱くように
なった。

・但馬で活動する団体が都市
部において出前講座を行うな
ど新たな交流につながってい
る。

・地域間連携が増えたことで
関係者が増え、今後新たな取
り組みが期待されている

補 助 額：１００千円
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6研修交流会の開催

地域づくり団体全国研修会の参加者から
事例や学んだことを他団体へ共有するこ
とで、各団体が取り組む今後の地域づく
りに活かす

【研修交流会参加者】１３名

【開催日】令和７年３月４日（火）

【発 表】
全国大会参加者のうち７名（５団体）
が全国研修会での学び等について発表

【参考：全国大会Ｒ６派遣実績】
９名 （６団体）
研修参加にかかる費用（旅費・参加費）
について費用助成

※次ページ以降参加者からの報告を紹介
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7地域づくり団体全国研修交流会を踏まえて

■研修会に対する満足度

（全体会）

（分科会）

（体験メニュー）

■地域づくりの参考とできたか

（全体会）

（分科会）

（体験メニュー）

25%
75%

75%
25%

37.5%
50%

12.5%

12.5% 12.5%

75%

75%
25%

50% 50%
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8地域づくり団体全国研修交流会を踏まえて

・全国の地域づくりに取り組む仲間が増えた
・同じような団体の事例を直接聞けたことが非常に参考となった
・参加者同士の交流の機会が多かったことは良かった
・一つ一つの体験時間が少し短かった

・改めて自分の地域の観光資源とは何かを考えていきたい

・地域にあるものをいかに生かし、活用し、発信するか学ぶことができた

・商店街の再生を果たしたが、新規入居事業者と地域住民の思い描くイメージ
に相違があった。このギャップを埋めていくことが地域づくりを住民一体で
進めるのに必要である

・移住者や協力隊員が行う地域づくりは地元住民との協働企画をいかにして行うか

が課題

・まちづくりの中間支援組織、テーマ型NPO法人、行政職員、大学生等多様なプレイ
ヤーが参加しており、「まちづくり」や「地域活動」について広い観点か

らとらえることができた



Hyogo Prefecture

9その他事業及び今後の展開

【今後の取組に向けた課題】

・予算の確保
・ふるさとづくり交流会議に関する周知
・地域間交流事業のためのマッチング
・地域づくりに関する取組の横展開

兵庫県地域振興施策との連携検討

※次ページ以降で兵庫県施策について説明
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10

持続可能な多自然地域づくりプロジェクト
Sustainable Rich-Natural Community Development Project 2023(R5)～

【参考】
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11

・Ｈ20～小規模集落対策「地域再生大作戦」の成果や課題を
踏まえ、Ｒ５～本ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを始動

・都市部を含む37市町へ対象を拡大、広域的に支え合う地域
運営組織を構築し、持続可能な生活圏の形成を目指す

・県は市町への専門的支援と広域的支援を担い、県と市町の
重層的な支援体制のもとプロジェクトを推進

プロジェクト
名

持続可能な多自然地域づくり
プロジェクト（R5～）

対象地域 多自然地域の全集落 約3,000集落

対象市町
都市部を含む３７市町

（対象外：尼崎市､芦屋市､伊丹市､播磨町の４市
町）

支援対象
単位

旧小学校区等の広域的な地域運営
組織等の面的な地域

役割分担 県と市町の重層的支援体制

県 市町に対する広域的、専門的支援

市町 市町による地域への伴走支援

人口減少の更なる進展で
地域づくりに限界

小規模集落が
３倍に急増

（都市部でも増加）

【問題・課題】

個々の集落での地域
運営や担い手の枯渇

プロジェクト名 地域再生大作戦（H20～R4）

対象地域 小規模集落 約900集落

対象市町
都市部を除く２９市町

（対象外：神戸、阪神北、東播磨管内12市町）

支援対象
単位

小規模集落の維持・活性化に
向けた単発・部分的な地域

役割分担 県が主導

県 小規模集落に県が直接支援

市町 -

プロジェクトの概要・方向性 11
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・効果的な県の支援策の検討、市町支援の実施
（ひょうご多自然地域づくりネットワーク会議の運営）

①市町職員や地域再生ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ向け研修の企画・実施
②地域づくり支援者向けツールの開発
③関係人口の創出・拡大に向けた仕組みづくり

・市町からの相談対応するため、ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ等の
有識者を交えた市町サポート会議の開催

・地域再生ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ等の専門人材の地域派遣

①人材育成 ②シンクタンク ③外部人材活用 ④地域づくりサポート会議

〔R5/R6実績〕
・市町職員階層別研修3～4回/年
・地域再生ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ研修5回/年
・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度の見直し検討

〔R7予定〕
・行政向け職員階層別研修４回
・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ階層別研修５回
・ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ制度の見直し案策定

市町職員等の階層別研修

市町職員等の支援者向け

地域づくり支援ツールの開発
〔R5/R6実績〕
・関係人口拡大ﾓﾃﾞﾙ事業効果検証
・マッチングイベント３回
・関東圏×関西圏大学合同イベ
ントによる企画提案の実施

〔R7予定〕
・関係人口拡大手法のあり方検討
・民間サービスとの連携強化

市町×県×アドバイザー等による
相談対応や検討の場

〔R5/R6実績〕
・37市町と意見交換実施後、市町
の個別課題をテーマにR5は9
市町で、R6は7市町＋財政支援
など3ﾃｰﾏえを全県対象に開催
→課題解決に向け県支援事業
の活用や、市町の地域づく
り施策の方向性が定まる等
の成果

〔R7予定〕20回/年を目標
・市町の要望に応じてテーマ別、
県民局単位など複数市町、
個別課題の解決に向け適宜開催

R
5

集落のワガゴト化ツール
①集落基礎データ集
（客観的な現状把握）
②集落マップ
（現状と10年後の比較によ
る見える化）

R
6

支援者が見立てるツール
①支援者が見立てるツール
（支援者の目線合わせ）
②集落の見立てカルテ

R
7

集落のめざす姿実現に向
けた集落支援ツール（集落
特性に応じた支援手法の提
示）

地域ふれあい旅プログラム（in洲本市）

※農林水産部、福祉部、総務部
,県民生活部等の関連部局と連携

ひょうご 多自然地域づくりネットワーク会議（R5.5～）

構成員 約150団体･名

①人材育成PT

②シンクタンクPT

③外部人材活用PT

④地域づくりサポート会議

全

 

体

 
連 

絡

 

会

 

議

目的 ①関係者間の情報共有、②県施策検討、③部局横断による庁内連携

アドバイザー
(地域再生アドバイザー等)

有識者
（大学研究者等）

行 政※

（県・市町＋関連部局)

支援団体
(中間支援組織・NPO等)

連
絡
会
議

プロジェクトチーム会議

PT

⑤ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ強化検討会

⑥ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ検証・次期施策検討会

12県による広域的・専門的支援
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持続可能な多自然地域づくりプロジェクト (R5～R7) 県支援事業一覧

区分 事業名 事業内容〔対象経費〕 対象 上限事業費：千円
（補助上限額：千円）

県
補助率

市
町
支
援

①
「持続可能な生活圏」

形成支援事業

持続可能な生活圏の形成に向けた市町の総合的・
戦略的な取組の立ち上げを支援
〔地域活動(ｿﾌﾄ)及び整備(ﾊｰﾄﾞ)経費〕

３７市町
３年間合計で
10,000(5,000)

事業費
補助
１／２

②
市町地域伴走支援
体制整備事業

地域おこし協力隊ＯＢ等の人材を活用した市町の
地域伴走支援体制の立ち上げを支援
〔人件費･事務費､人材発掘経費等〕

１７市町
(過疎市町等)

３年間合計で①＋②
 ①人材設置費：

(地域数×0.2－R4設置数)×4,387
 ②人材発掘費：1,862

人件費
補助
１／２

③
マルチワーク
組合設立支援

事業

検討
組合の構想検討を支援〔ニーズ調査、仕事の組合
せ検討、事業者説明会等〕 人口急減が進

行している
17市町等

1,000(500) １／２

設立
組合の設立を支援〔計画策定、申請書作成、事務
所開設費等〕

2,000(500) １／４

独自
事業

組合独自事業立ち上げ支援〔組合独自事業立ち上
げ経費、広報ツール等〕

設立済み団体
ありの市町 1,000(250) １／４

県
の
広
域
的
・
専
門
的
支
援

④地域×大学×企業の
ひょうご絆プロジェクト

地域課題解決に資する地域、大学、企業等の
二者又は三者による連携活動を支援

３７市町

地域×大学 ２者連携 250×3年間
地域×大学×企業３者連携 375×3年間

県事業
10/10

⑤地域再生
アドバイザー派遣事業

地域の取組を促進するため、市町伴走支援と連携
してピンポイント支援を実施

アドバイザー4万円／回
サポーター 2万円／回

県事業
10/10

⑥市町支援事業

ひょうご多自然地域づくりネットワーク会議の運営
ア）人材育成 PT：市町職員研修、アドバイザー等の専門人材養成講座、アドバイザー制度見直し
イ）シンクタンクPT：地域づくり支援ツール開発（集落のワガゴト化ツール、支援者が見立てるツール）
ウ）外部人材活用PT：関係人口案内所、大学・企業連携マッチングの企画
エ）市町サポート会議：市町の相談対応、県事業活用支援、市町施策検討

県事業

⑦地域おこし協力隊
ネットワーク構築事業

・人的ネットワークの構築のためのシンポジウム、隊員募集等
・協力隊スキルアップ研修等
・相談対応（R7～拡充）

県事業

13



Hyogo Prefecture

14関係人口創出に向けた兵庫県の取組
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19
事業目的

持続可能な生活圏の形成を目指し、地域の活動団体が企業や大学等と連携して取り組む
地域づくり活動を支援

事業内容

地域資源
意 欲

専門知識
若者の視点

専門知識
専門人材
ノウハウ
資 金
経 験

地 域※１
大 学 企 業※２

地域づくり活動のイノベーション
・地域課題の解決
・持続可能な生活圏形成
・地域資源の活用促進 など

市町の持続可能な生活圏形成の方向性を踏まえ、地域が大学、企業等と連携して行う地域づくり活動に要するソフト
経費を対象とした補助事業を実施

[地域団体×大学２者連携] 25万円上限 ／ [地域団体×大学×企業等３者連携] 37.5万円上限 （最大３年間）

× ×

※２ 企業・NPO法人・一般社団法人・農業協同組合等

※１ 地域運営組織、複数または集落単位で組織する住民団体

他団体の取り組みを知る交流の場を提供することで、新たな関係の創出を図る

地域づくり活動に対する補助事業

地域・大学・企業の交流を図る場の運営事業

地域×大学×企業による「ひょうご絆プロジェクト」

R6ひょうご関係人口
フォーラム・交流会

〇実施回数
年1回開催（R７下半期予定）

〇対象
関係人口創出・拡大事業関係地域団体、大学、企業
自治体職員、その他関係人口創出に関心のある個人、団体

〇内容
県取り組み紹介、基調講演、事例発表、ブース展示見学等 R7.3.8 兵庫津ミュージアム
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○（株）常然

○(一社)ため池みらい研究所
■志方西地区町内連合会

■草谷川環境保全協議会

■芳田自治協議会

■香美町小代協議会

北播磨

東播磨

加古川市

稲美町

西脇市

香美町

◇兵庫県立大学環境人間
学部エコ・ヒューマン
地域連携センター

◇兵庫県立大学大学院
 減災復興政策研究科

◇関西学院大学
人間福祉学部

◇園田学園大学
大江篤研究室

○(株)神戸マツダ西脇店
○(株)KOBE PROJECT
○キタイ設計(株)

○Trees

圏 域 市 町 地 域 大 学 企 業

但 馬

ウォーキングイベントの企画・実施
→地域の魅力発見・関係人口の増加

農村スマート化プロジェクトの企画・実施
→地域の農作業効率の向上

子ども向けイベント、里山の自然・食・
空き家を活用したWS等の企画・開催
→外部人材との協働による地域課題解決

地域の記録作成・発信、体験コンテンツの企画

→歴史文化遺産の伝承・関係人口の増加

主な取り組み

◎(一社)ため池みらい研究所

○兵神機械工業(株)

(プロジェクト進行、学生の支援)

(学生の活動支援)

(学生と協働した地域活動)

(プロジェクト進行、学生の支援)

(学生と協働した地域活動)
(池の水位監視のスマート化)

（SNS等を活用したPR活動・運営協力）

(イベント開催)

(企業主催イベントの活用等)

（地区の記憶の記録化、学生に
よるSNS発信等）

（『日本で最も美しい村』認定の
小代の地域資源の発掘への協力）

（観光振興のための動画撮影）

：申請主体

01

02

03

04

7市町（１０申請）

◇兵庫県立大学環境人間
   学部エコ・ヒューマン
   地域連携センター

(学生の活動支援)

■神野町町内会連合会
＋神野小学校PTA

(学生と協働した地域活動)

◇兵庫大学ため池研究所
水辺空間を学習空間にする取組の企画・実施
→小学生や大学生との連携による地域活性化

05

■大路自治協議会丹波市 ◇神戸大学小川研究室

○(一社)みつおおじ

○農村活性化サークルひばり

○(一社)フードコミュニティ

丹 波
「おおじみそ」を核とした地域・学生の交
流活動やブランドづくり
→大路地区の食・農・地域の活性化(調査分析、成果取りまとめ)(地域活動、調査分析への協力・支援)

(地域活動、調査分析への協力・支援)

(地域活動（交流会の企画・運営）)

(ブランド・製品開発、販路拡大)

06

20地域×大学×企業による「ひょうご絆プロジェクト」
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：申請主体7市町（１０申請）

21地域×大学×企業による「ひょうご絆プロジェクト」

■あわじ里山プロジェクト

■宇谷のみらいを創る会

■竹原町内会

淡 路

洲本市

南あわじ市

◇吉備国際大学

◇兵庫県立大学大学院
緑環境景観マネジメ
ント研究科

○(株)大同印刷所

地域資源の発掘と持続可能な活用体制づく
り
→発信基盤の整備、交流人口の拡大

里山資源の利用促進による新価値創出
→放置竹林のさらなる活用

■伊加利地区自治会

■伊加利源泉マルシェ
実行委員会

◇吉備国際大学農学部 淡路島なるとオレンジ等を栽培する果樹園
再整備と観光農園化
→新たな資源創出及び地域の活性化

(里山整備、メンマ製造)

(紙漉き、プロジェクト統括)(竹林技術提供)

(自治活動の推進、諸活動の遂行) (地域資源の発掘、活用への
アドバイス

（農園マップづくり、農園の整
備協力、地域資源の調査研究、
農作物の栽培支援）

（再整備のサポート）

（地域イベントの企画）

7

8

■湊地域づくり協議会

◇兵庫県立大学大学院

○西淡まちつくり株式会社

〇株式会社 アクア淡路
「湊地区活性化構想」を意見集約や座談会
を経て作成
→地域・大学・企業連携による地域活性化

（アイディア提案、関係人口へ
の活用）

（座談会から構想策定へ）
（本構想に基づき具体的な事業（交
流イベント等）を展開）

9

10

(竹林の提供、伐採協力等)

圏 域 市 町 地 域 大 学 企 業 主な取り組み

新

新
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ご清聴ありがとうございました。

ひょうごふるさとづくり交流会議・持続可能な多自然地域づくりプロジェクト
についての問い合わせは下記まで

兵庫県企画部地域振興課多自然地域づくり班
Mail：chiikishinkou@pref.hyogo.lg.jp

mailto:chiikishinkou@pref.hyogo.lg.jp
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